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推し活で広がる世界
るちゃ
「推し」の広がり
　最近、「推し」という言葉を日常生活で耳にする機会が増えました。友人たちの会話の中でも「推し」の存在について語るようになったり、「推し活」をテーマとしたカフェやアクセサリー店が登場したりと、「推し」は私たちにとって身近なものとなりました。その一方で、「推し活に興味はあるけれど何から始めたらいいのか分からない」「自分の好きなジャンルや推しが見つからない」という声も耳にします。特に、まだ「推し」の居ない方や、「推し活」未経験の方にとっては、その楽しさや魅力が伝わりにくいかもしれません。
　本稿では身近な存在になりつつある「推し」について、私の推しや推し活の体験を交えながら、「推し」を見つけるきっかけとなることを目指します。

「推し」とは何か
　デジタル大辞泉によると「推し（おし）」とは、主にアイドルや俳優について用いられる日本の俗語であり、人に薦めたいと思うほどに好感を持っている人物のことを指します。元々は、アイドルグループの中で最も好感を持っている人物である推しメンを由来とする言葉です（※１）。現在ではその意味合いは大きく広がっていて、アイドルや俳優だけでなく、アニメや漫画のキャラクタースポーツ選手、さらにはYouTuberやVTuber、作家など様々な分野で「推し」が存在するようになっています。
　「推し」とは、ただ好きなだけではなく、その魅力を誰かに伝えたくなったり、語り合いたくなるような存在です。誰かや何かを心から応援したい、頑張っている姿に勇気をもらえる、日々の生活でその存在を思い浮かべるだけで頑張れる、そんな感情を抱かせてくれるものが「推し」なのです。
　たとえば、テレビで見る俳優の演技やＳＮＳでふと流れてきたアーティストの作品に惹かれたり、VTuberの配信スタイルに興味を惹かれたりすることがあります。また、キャラクターのビジュアルに惹かれて、何度もプレイしたくなることもあるでしょう。そんなふうに、自分の中で「特別」だと感じられる存在に出会ったとき、それこそが「推し」なんだと思います。
　また、「推し」は必ずしも人である必要はありません。最近では動物や地域のご当地キャラクター、お気に入りのカフェを「推し」と呼ぶ人もいます。たとえば、オランダにあるアザラシの保護施設「ピーテルブーレンアザラシセンター」（通称アザラシ幼稚園）では、保護されたアザラシの赤ちゃんたちが生活する様子がYouTubeや公式サイトで発信されており（※２）、多くの日本人が「この子たちを応援したい」と、YouTubeのライブ配信で投げ銭をして話題になっていました。自分が「応援したい」「誰かに薦めたい、知ってもらいたい」と思えるものであればそれが何であろうと「推し」になりえるのです。
　「推し」は、私たちの日常に小さな幸せや楽しみをもたらしてくれます。落ち込んだ時にも勇気や元気を与えてくれて心の支えになってくれることもあります。「推し活」はそんな特別な存在との出会いから始まります。

推し活とは
　次に「推し活」とは一体どんな活動なのでしょうか。簡単に言えば「自分の推しを応援するためにする様々な行動」の事です。たとえば、推しが出演する映画やテレビ番組、ライブやイベントのチェックや関連グッズの収集、グッズの撮影、ＳＮＳ上での普及活動も「推し活」に含まれます。最近では、生誕祭と称して誕生日を祝うためにグッズを並べてケーキを用意し、その様子をＳＮＳでシェアしたり、推しのイメージカラーのアクセサリーを身に着けて楽しむ人も増えています。
　「推し活」の楽しみ方は人それぞれで決まったルールなどは存在しません。自分の思うように、無理のない範囲で楽しむことが「推し活」を長く楽しむコツだと思います。また推し活を通して新しい友人が出来たり、行動範囲が広がったり、日常生活に新しい楽しみが生まれることもあります。
　次の節では、私自身がどのように推しと出会い、どんな魅力がありどんな推し活を楽しんでいるのかを紹介します。

葛葉がいるから頑張れる
　私は約４年推している人がいます。それはANYCOLOR株式会社が運営するVTuber・バーチャルライバーグループ「にじさんじ」所属の「葛葉（くずは）」です。
　VTuberとはバーチャルYouTuberの略称で、２Ｄや３Ｄのアバターを使用して、YouTubeなどのメディアで活動する動画投稿・生放送を行う配信者です（※３）。VTuberの多くは生放送を中心に活動していて、視聴者とリアルタイムでコミュニケーションを取ることができるのが大きな特徴です。視聴者はコメント機能で直接VTuberに話しかけることが出来、そのコメントにVTuberが返答したりします。そのため、ファンは配信の一部になっていると実感できて、親近感や一体感が生まれます。また、配信内容はゲーム実況や雑談、歌などさまざまで、自分が視聴したいコンテンツにあったVTuberをみつけて楽しむことが出来ます。

「にじさんじ」所属　葛葉
　その中でも私の「推し」の葛葉は、「にじさんじ」の中でも特に人気なVTuberの一人です。YouTubeの登録者数は約１９８万人で男性VTuberの中でも高い人気があります。「にじさんじ」とグループが統合される前は「にじさんじゲーマーズ」としてデビューしていて、名前の通りゲーム配信が主軸のVTuberです。
　公式サイトの紹介では「親の甘い蜜を吸い続けるニートのゲーマー吸血鬼。見た目にそぐわず我が儘で気まぐれな子供っぽい性格で、すぐ調子に乗る悪い癖がある。おまけにかなり現金でお金に目がない救いようのないヴァンパイア。（※４）」と紹介されています。
　紹介と外見だけ見ると少し癖の強いキャラクターに見えるかもしれませんが、配信を見てみるとリスナーとのやり取りで見せるおちゃめな一面や圧倒的なトーク力、ゲームスキルの高さなど魅力度の高いVTuberです。

きっかけと魅力
　私が葛葉を推し始めたきっかけとしては、生配信が多いために多くつくられている「切り抜き動画」です。YouTubeで偶然お勧めに流れてきた「ARK：Survival Evolved」というオープンワールド恐竜サバイバルアクションゲームをプレイしている短い動画を見たのがきっかけでした。
　その動画では、葛葉が仲間たちと協力しながら恐竜を捕まえたり、予想外のハプニングに大笑いしたりする姿が映っていました。ゲームの世界観に負けないほど自由奔放で、時々無茶な行動をとる葛葉の姿に、思わず切り抜き元のアーカイブをすべて見てしまいました。さらに、リスナーや仲間との軽快なやり取りや、予想外の展開にも動じながらも、笑いに変えてしまう高いトーク力に、自然と笑顔になったのを覚えています。
　最初は「面白い人だな」と気軽に見ていましたが、気づけば他の切り抜き動画も次々と再生していました。どの動画でも、葛葉の飾らない性格や、ゲームを心から楽しんでいるのが伝わってきて、どんどん彼の魅力に惹かれていきました。
　だんだん、切り抜きだけでは物足りなくなり、配信もリアルタイムで見るようになりました。リスナーとの距離感が近く、ゲームをしながらもコメントに即座に反応したり、時には真剣な話をしたりする葛葉の姿に、どんどんはまっていきました。今では、葛葉の配信や切り抜きが私の毎日の楽しみとなっています。
　しかし葛葉の魅力は配信だけではありません。葛葉は歌手としても活動しておりオリジナル曲やカバー曲も出していて、普段の声からは想像できないような音域や独特な歌声は、配信とはまた違う一面を感じることが出来ます。ライブイベントなどで堂々と歌う姿やパフォーマンスからも視聴者にいいものを届けたいという葛葉の気持ちが感じられます。普段はマイペースでおちゃめな様子から打って変わって、歌になると一気にアーティストを感じさせてくれるこのギャップも大きな魅力の一つです。
　このように、配信者としても歌手としても素晴らしい才能を持っている葛葉は、私にとってかけがえのない存在になっています。

私の推し活
　私は、様々な形で葛葉の推し活を楽しんでいます。たとえばInstagramで葛葉に関するイベントやライブの感想、配信の感想をストーリーで発信しています。同じファンの方と配信の感想について語ったり、グッズの写真をシェアすることで、自分の推し活コミュニティが広がって、より「推し活」を楽しむことが出来ています。
　またグッズも私の「推し活」には欠かせないものになっていて、特にお気に入りのグッズが、パペットとチェキです。新しいグッズが発売されるたびにチェックしています。ランダムのグッズの場合は、自分の好きなビジュアルのものと交換してくれる方を探したりもします。新しいパペットをお迎えした時には、いつもより身近に「推し」を感じることができます。パペットと一緒に写真を撮ったり、部屋に飾ることで、日常の中でも「推し」を感じることが出来ます。
　さらにカフェでの「ぬい活」もよくしています。「ぬい活」とは、推しなどのぬいぐるみ（通称ぬい）を持ち歩いて写真を撮ったりして楽しむ活動で推し活の主要な楽しみ方の一つです。葛葉のぬいぐるみやパペット、チェキをカフェに持参し、注文したスイーツやドリンクと一緒に写真を撮って楽しみます。そうすることでまるで推しと一緒にカフェタイムを過ごしている気分になります。
　撮影した写真はInstagramに投稿して、同じ推しを持つファンの方々と交流したり、ハッシュタグを利用することでほかの人の推し活を見るのも楽しみの一つです。
　こうした推し活が私にとって、癒しの時間になっています。

推しを見つける
　このように「推し」や「推し活」は、私たちの日常をさらに充実したものに変えてくれる大切な存在です。しかし最初から「これが推し！」と確信できる出会いは、特別な場面というよりも、むしろ日常の延長線上にあることがほとんどです。私自身も、偶然流れてきた切り抜き動画がきっかけで葛葉という推しに出会い、気づけばその魅力に夢中になっていました。
　「推し活」は人それぞれで、楽しみ方に決まりはありません。ＳＮＳで感想を発信したり、グッズを集めたり、ぬいぐるみと一緒に写真を撮ったりと、どんな小さなことでも自分なりの応援の形を見つけることができます。大切なのは、無理せず自分のペースで楽しむこと、そして「少しでも気になる」「応援したい」と思える存在にちょっと心を向けてみることです。
　今「推し」がいない方や「推し活」に一歩踏み出せていない方がいたら、まずは自分の好きなもの、気になるものに触れてみてください。テレビやＳＮＳ、YouTube、友人の会話など、きっかけになるものはたくさんあります。小さな「すき」から大きな「推し」につながるかもしれません。
　本書が、あなたの「推し」と出会うきっかけや、「推し活」を始める一歩となればうれしいです。


参考文献

（※１）コトバンク（デジタル大辞泉）　「推し（オシ）とは？　」　
https://kotobank.jp/word/%E6%8E%A8%E3%81%97-2132332
（※２）ユーチュラ　「オランダの『アザラシ幼稚園』が大人気　癒しを求める日本人がYouTube生配信に殺到」
https://yutura.net/news/archives/119658
（※３）ウィキペディアフリー百科事典　「バーチャルYouTuber」
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%ABYouTuber
（※４）にじさんじ公式サイト　「葛葉」
https://www.nijisanji.jp/talents/l/kuzuha

〓キャプション（画像サイズＬ）
© Ryou Takano








推し活で病むのはもったいない！






菜ノ花





推し活で病むのはもったいない！


菜ノ花


懐古厨で脱・病み期？


　推しという言葉は、昨今とても広義的かつ一般的な言葉として生活になじんでいる。ある人は人生をかけて好きな人のことを、ある人は生活の中で恋愛的ではない好きな人のこと全体を、推しと呼んで見つめている。
　そんな推しがいる人の中で、物量や現場数、ファンサ－ビス（以下ファンサ）やライブのレポートを見て病んでしまったことがある人は、どれくらいいるだろうか。恐らく、少なくはないだろう。その理由は、他人と比較して自分は本当に好きなのだろうかと思ってしまったり、推していていいのだろうかと考え込んでしまったりとさまざまだと思う。しかし、私は推し活をする上で病んでしまうのは本末転倒なのではないか、と考えている。
　そこで今回は、私自身の推しの良さや好きになったきっかけを振り返る。そして、これをきっかけに読者にはぜひ私と共に初心に帰ってほしい。簡単に言えば、共に懐古厨になろうということだ。そうすることで最初の純粋な好きの気持ちを思い出し、少しでも他人と比較せず楽しくオタ活ができるようになれば嬉しい。



私の最推し


　本題に入る前に、まずは私の推しを簡単に紹介したい。
　私の推しはにじさんじ所属ＶＴｕｂｅｒの長尾景ながおけいだ。にじさんじとは簡単に言えば、ＡＮＹＣＯＬＥＲ株式会社が運営を行うＶＴｕｂｅｒの大手事務所であり、百名以上のライバーが所属している。そんな事務所に所属するうちの一人である桜魔皇国おうまおうこく（出身の祓魔師ふつましが、私の推しである長尾景だ。桜魔皇国とは、バーチャル世界に存在する要は架空の国で、祓魔師とはその国に住む「魔」という「人」に害を与える存在を滅する職業とされている。
　彼の活動の軸は主に二つある。一つ目は、彼に限らずライバーの本職である配信活動であり、二つ目は得意であったり好きであったりする歌やダンスを活かした動画投稿・リアルライブの活動だ。
　一つ目の配信活動については、ゲームや雑談などはもちろん配信上でのイベントの企画も行っている。数人を集めた小さな企画から事務所全体を巻き込んだ大きな企画まで、その種類はさまざまだ。配信をただするだけでなく、他のイベントなどへの参加・企画にもとても積極的に取り組む彼は常に新しいことに挑戦しており、その前進し成長していく姿はとても魅力的だ。



懐古①好きになったきっかけ


　簡単に紹介したところで、本題に入っていく。これを読んでいるあなたも、一緒に自身の推しについて振り返ると楽しいかもしれない。
　まずは、私が長尾景を推し始めたきっかけだ。正直気づいたら好きになっていた、という節があるため詳細な日付などは覚えていないのだが、それでも尚印象に残ったことについて二点紹介する。
　一つ目は歌だ。彼の歌は今となってはすべて大好きなのだが、二〇二〇年七月十二日に行なわれていた配信（※１）で歌われていた、ＢＵＭＰ　ＯＦ　ＣＨＩＣＫＥＮの「花の名」に特に心を奪われたのを覚えている。当時は彼のことを知らなかったのでアーカイブでの視聴とはなったが、感情を込めて誰かを思うように大切に歌うその歌声がとても印象的で、もっと歌を聴きたいという思いになった。
　二つ目は「１００日後に歌が上手くなるケイナガオ」（※２）という企画だ。この企画は既に私が好きになった後に行われたものだったのだが、これをきっかけに更に好きになった。
　この企画は、彼がデビュー三周年とその付近で開催されるライブなどに向けた歌唱力の向上を目的とした企画であり、どのようなことを今は特に頑張っているのかなどを聞くことができた。そこから見ることができた努力を楽しむ姿をかっこいいと思い、更に好きになったと記憶している。また、この頃の私は驚くほど勉強のモチベーションが下がってしまっていたのだが、この配信をしている時間は私も勉強を頑張ると決めたことで、テスト勉強のモチベを保ち点数も上げることができた。そのため、勝手な解釈によるものだがこれも相まって更に好きになった。



懐古②好きなところ三選


　では次に、私が現在思う彼の好きなところを三つ述べる。推しの好きなところは正直無限に思い浮かぶが、特に好きなところを思い返して、好きでたまらなかった初期の頃の心を取り戻そう。
　まず一つ目は、努力家なところだ。これは先程のきっかけの話にも繋がってしまうのだが、彼は常に努力をしている。歌に限らず、ゲームも元から特別上手だったわけではないが、ライバーになるにあたって一番上のランクまで上げたエピソードなどがある。コミュニケーションも元々苦手だったにもかかわらず、会話が得意な身内に憧れて鍛えるなど、自身を努力で作り上げているところが尊敬できる点でもあり、好きな点でもある。
　次に二つ目は、いつでも前向きな姿を見せてくれるところだ。彼自身の根はどちらかというとネガティブなのだが（※３）、配信ではあまりそういった面は見せずに次やりたいことなどといった未来の楽しみな話をしてくれる。もちろん前を向いている彼も本当の姿だが、常にエンターテインメントであること・コンテンツであることを意識して表舞台に立ってくれているところがとてもかっこいいと思うし、好きだなと思う。ごくまれにマイナス思考な姿を見せてくれるのだが、普段からポジティブであることを意識してくれているため、その姿すら見せてくれてありがとうと思えてしまう、ちょっとずるいところでもある。
　最後に三つ目は、偏見や固定観念があまりなくフラットな視点から知らないことも楽しめるところだ。彼はＶＴｕｂｅｒの世界では珍しく、まったくサブカルに明るくない人だった。そのため、いわゆるオタ活などといったオタク文化もまったく知らなかった。そのような人のほとんどは、痛バッグや祭壇を見るとキモい・怖いといった反応をする。しかし、彼は「すごい！」「ああいうの好きだから見せて」と言ってくれた。また、知らないゲームやアニメなどについてもまずやってみるという姿勢が常に見受けられる。私はつまらなそうだとか難しそうだとかで、行動に移すことなく何もしないことが多いため、その視点を持っている推しのことがとても好きだし、私も持ちたいと思う。



懐古③私なりの推し活


　ここまで、推しへの自分の思いを確認してきた。そこで、最後に自分なりの推しの楽しみ方を振り返り、初心にかえって何が楽しいのかを思い出していく。
　私が彼を応援するうえで行っていることは、主に三つある。
　一つ目は、配信や動画の視聴だ。これが一番基本的なところであり、配信者を追う者であれば誰もが行うことだと思う。しかし、これは基本でありながら、全てを見ようとすると自身の生活とのバランスをとるのが一番難しいものでもある。そのため、生きている人同士すべてを知ることは端からできないのだから、最初から興味のあるものだけを見ようというスタンスで私は配信を見ている。
　二つ目は、グッズ・ボイスの購入だ。ここからは配信者を追うという点ではプラスαのものになる。しかし、グッズやボイスの売れ行きがある程度その人の需要を示す指標になることと、本人の収入につながることから私は積極的にこれらを購入している。とは言え、すべてのグッズやボイスを希望数追うことは現実的に不可能なため、ほしいものの中からさらに厳選して購入している。
　三つ目は、ＳＮＳでの切り抜きや記念日お祝いなどの投稿だ。これは主に本人の活動を他者に広めたり、本人の周年や誕生日などの記念日をより盛り上げるために行っている。運が良ければ本人の目に留まることもあるため、一石二鳥だということもできるだろう。記念日の他には案件配信の感想やイベントに行った報告なども投稿しており、本人の影響力を示すことを主に目的としている。これには金銭が絡まないため、好きな時に好きなだけ投稿を行っている。



消えない思い


　ここまで、私の推しである長尾景とそれに対する推し活を取り上げてきた。このように振り返ると、自分本位ではなく推しのことだけを夢中で考えていた時期の気持ちを思い出すことができるのではないだろうか。ファンサのため、レスポンスのため、いいねのためなどではなく、純粋に推しを好きだと思う気持ちは、一番忘れてはいけないものでありいつでも立ち返るべき場所なのではないかと私は思う。
　もしかしたら、好きになった瞬間のことは一切覚えていないかもしれない。昔とは、好きなところが変わっているかもしれない。それでも、好きだという気持ちは消えていないのではないだろうか。それが推し活の原点であり、原動力になっていたのではないだろうか。
　もし推し周辺の何かしらで他者と比較して病みそうになってしまったときがあれば、こうして推しを好きである気持ちを思い返してほしいと私は思っている。




【ＵＲＬ】



（※１）【歌枠】ＶΔＬＺオフコラボ歌枠！！！【にじさんじ/長尾景/甲斐田晴/弦月藤士郎】【ＶΔＬＺ】
https://www.youtube.com/live/5UJcAmXxKG8?feature=shared&t=7023
（※２）【歌枠】約１００日後に歌が上手くなるケイナガオ７日目【長尾景/にじさんじ】
https://www.youtube.com/live/U-lW_FNznlU?feature=shared
（※３）【#ＶΔＬＺ音楽談義】みんな何を思って音楽やってんの？【長尾景/甲斐田晴/弦月藤士郎にじさんじ】
https://www.youtube.com/live/Ha9hCLvx4HQ?feature=shared
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「推し」探しの第一歩を踏み出そう


佐和山 杠葉


　みなさんは、「推し」に相当する存在はいるでしょうか。「沼」なるコンテンツはあるでしょうか。「推し活」をしたことはあるでしょうか。そもそも、「推し」や「沼」とは何か知っていますか。
　本稿では、はじめに「推し」や「沼」がどんなものか理解していただき、次に筆者の「推し」作品をピックアップして紹介したいと思います。
　それでは、さっそく「推し」探しの旅へ出かけましょう。



「推し」や「沼」についての理解を深めよう


　みなさんは、「このコンテンツ、マジで『沼』だわ」「『推し』がてぇてぇ（※１）」などの会話をしたり、耳にしたりしたことがありますか。もしかしたらこの本を読んでいる方の中には、聞いたことはあるけどよく分からない、という方もいるかもしれませんが、ご心配には及びません。これから説明していくので、ご安心ください。


「推し」とは？


　「推し」という言葉を、実用日本語表現辞典で検索してみると、「特定の人物やキャラクター、作品、商品などに対して、熱心な支持や愛情を示す行為やその対象を指す言葉」とあります（※２）。つまり、ただ「あの人はかわいいなぁ」「このキャラクターは格好良いなあ」と人物やキャラクターそのものに感動するだけでなく、アーティストであればＣＤやグッズ、アニメキャラクターであればキーホルダーやフィギュア……というような、彼らが提供するものをたくさん集めたいという気持ちにさせるような対象に「推し」という言葉は適用されるといえます。平たくいえば、熱狂的なファンが向ける信仰対象や、精神的な支え・憧れの対象のことを「推し」と呼ぶのです。


「沼」とは？


　さきほどと同じく、実用日本語表現辞典で「沼」について検索すると、「『抜け出せない状況』を指す比喩として用いられてきた語である。ネットスラングの『沼』もこれに通底する表現といえる」とあります（※３）。つまり、サブカル的な要素の強い趣味での「沼」とは、簡単には抜け出せないほどそのジャンルに没頭し、金も時間もどっぷりとつぎこんでいる状態のことを指すといえます。


筆者オススメ作品


　第１節で「推し」や「沼」がどういったものなのか、なんとなく掴めてきたころだと思います。第２節では、作者の浸かっている「沼」や傾倒している「推し」について述べていきます。


この沼ハマって10年以上!? 戦国時代が舞台のあのバカゲー


　筆者が最初にハマった「沼」は何か？　と聞かれて真っ先に挙げるのは、株式会社カプコンから発売されている『戦国ＢＡＳＡＲＡ』です。このゲームから歴史ジャンルに興味を持ったと言っても過言ではありません。
　このゲームは、１作品目に関してはかれこれ20年も前の古いものになりますが、現在の高画質のコンシューマーゲームやスマホゲームにはない良さがあると個人的に感じています。本シリーズの魅力は、なんといっても設定がぶっ飛んでいるところです。例えば伊達政宗は雷をまとって六爪流（※４）で暴れまわり、本多忠勝はもはやロボットのような見た目で戦場を駆け回ります。このヘンテコさが、ほかの歴史ゲームでは味わえない楽しさだと思います。そんな『戦国ＢＡＳＡＲＡ』は２０１５年以降新作のナンバリングタイトルのゲームは出ていませんが、くじやガチャガチャなど現在も様々なグッズが展開され、コラボカフェの開催も定期的にあるので、筆者はこの沼から逃れることができずにいます。



推しについて


　せっかくなので、先ほどの項で説明した『戦国ＢＡＳＡＲＡ』の中での推しを紹介していこうと思います。筆者の推しは、ナンバリング的には３作目となる『戦国ＢＡＳＡＲＡ３』にて初登場した石田三成です。ビジュアルはかなり特徴的なので、一度検索してみることをオススメします。彼の魅力は、長刀でのスタイリッシュな居合アクションの美しさ、純粋過ぎたがゆえの精神面の脆さ、強い忠誠心など、枚挙に暇がないです。
　『戦国ＢＡＳＡＲＡ３』は、ぶっ飛び具合が少し抑えられ、関ヶ原の戦いまでのストーリーを中心に展開していくのですが、ストーリーが激重過ぎて印象に残ること間違いなしです。そのため、バカゲーよりストーリーを楽しみたい人は、ぜひ『戦国ＢＡＳＡＲＡ３』の西軍側の石田三成でプレイしてみてください。



最後に


　第１節では「推し」や「沼」について説明し、第２節では筆者のオススメを紹介しました。筆者のオススメは古い作品なので、ひょっとしたら入手困難となっているかもしれません。それでももしどこかで見つけた場合には、本稿の紹介を思い出してゲームを手に取ってプレイしていただけたらうれしいです。ゲームが気に入ったら、ぜひ漫画やアニメにも手を出してみてください。「推し」武将との出会いがあるかもしれません。


出典・参考文献・注


（※１）若い人たちの間やネット上でよく使われている、「尊い」を少し崩した言葉。「最高」や「萌え」などの感情が包含されている。

（※２）Weblio辞書　実用日本語表現辞典　「推し」（最終閲覧日：２０２５年５月23日）　
https://www.weblio.jp/content/%E6%8E%A8%E3%81%97

（※３）Weblio辞書　実用日本語表現辞典　「沼」（最終閲覧日：２０２５年５月23日）　
https://www.weblio.jp/content/%E6%B2%BC

（※４）右手に３本、左手に３本、刀を指の間に挟んで戦う政宗の自己流の戦い方。
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あなたにとっての推しは？


　近年急速に発展してきている推し活文化。その推し活文化の中心にいる「推し」は、アニメや漫画といった２次元キャラクター、アイドルや俳優、アーティストといった３次元の人物など様々である。そこでこれを読んでいるあなたに質問だ。「あなたにとっての推しは？」
　ここでは「推し」を見つけるための場として２次元と３次元が融合したコンテンツの２・５次元舞台について紹介していきたいと思う。



２・５次元舞台のあれこれ


２・５次元舞台について


　まず、グッズの企画制作を手掛ける株式会社トランスのコラム（著者・白峯アサコ）によると、「２・５次元舞台」とは、「漫画やアニメ、ゲーム（２次元）を原作とした作品を、舞台やミュージカル（３次元）で再現しているものを指す」のだという（※１）。代表的な作品では、「刀剣乱舞」や「テニスの王子様」、「ヒプノシスマイク」などがあげられる。また、２・５次元舞台に出演する俳優を「２・５次元俳優」と呼び、アイドルの推し活と並ぶくらい「２・５次元俳優」を推す推し活が現在盛んである。
　では既存の「舞台」とよばれるものと「２・５次元舞台」はいったい何が違うのか。白峯氏の記事には以下の点が挙げられている（※１）。

・観劇客は「原作漫画のファン」を中心に、「特定の２・５次元俳優を推すオタク」などがいる。
・看板俳優や演出など著名人による集客ではなく、原作の知名度に依るところが強い。
・ＤＶＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙ、ライブビューイング、配信、キャストの肖像グッズなど、興行収益以外での収益モデルが確立している。
・キャラクター≒俳優と捉えて推すファンも多く、無名の若手俳優にとっての登竜門となっている。

　特に原作からのファンを大切にしていることは覚えておきたい点だ。



刀剣乱舞


　作品の中でも原作が異なるものがあり、「刀剣乱舞」はゲームが原作になる。ゲームが原作の場合プレイヤーが存在する。キャラクターや物語に親密に関わっていく「刀剣乱舞」では、ソロプレイのゲームでありながら観客全体にゲーム内での呼び方でコール＆レスポンスをさせることによって観客があたかも舞台上の物語に参加しているように見せている。また、舞台にのみ登場するオリジナルキャラクターを作ることによって作品の新しい物語を見せ、観客を引き込んでいる。さらにＬＩＶＥを開催することによって、その世界観への参加を促している。


テニスの王子様


　「刀剣乱舞」と異なり、「テニスの王子様」は漫画が原作の舞台になる。現在でも人気が衰えない２・５次元舞台のなかで特に歴史が長いものがテニスの王子様シリーズである。２００３年頃から上演が始まり、原作を忠実に再現するため物語の内容はほとんど変わらないが、現在もキャストを変えながら４ｔｈシーズンとして続いている（※２）。テニミュ（「テニスの王子様」の「ミュージカル」を略して、通称「テニミュ」と公式でも呼ばれている）は当時２・５次元舞台の草分け的存在であり、２・５次元舞台で定期的な卒業というシステムがある（主人公・越前リョーマが入学した学校である青春学園のメンバーが、１シーズンのなかで１～２代の代替わりがある）。また、客降りという演出が施される場合があり、原作のキャラクターと触れ合う（ファンサービスをもらう）ことができる場合がある。


観劇までの道のり


　ここまで２・５次元舞台について述べてきたが、初めての観劇だと一体何から始めればよいのかわからないことが多いはずである。そこで一番大切になる観劇までの道のりを紹介したいと思う。


チケット


　まず初めに行うことはチケットを入手することである！　特に歴史の長い作品だと、必ずファンクラブ（通称ＦＣ）が存在しており、そこが最速でチケット先行販売に申し込める場となる。続いてキャスト先行というものがある。作品のファンクラブ先行の次に早く行われる先行であり、出演するキャストのファンクラブ先行となる。基本ここまでの２つが最速かつ有料のチケット先行になる。
　次は主催者先行だ。これは作品の制作会社からの先行申し込み枠となっており、無料の会員登録をすれば誰でも申し込める先行になる。
　そして最後はプレリクエスト先行と一般先着だ。これはどちらもイープラス、ローソンチケット、チケットぴあの３社を使用することが多い。ここまでが事前にチケットを手に入れる手段となる。当日劇場で直接販売される当日券というものも存在するが、あらかじめ各先行でチケットを入手していたほうが安心である。



観劇に必要な持ち物は？


　チケットを手に入れてしまえば、あとは観劇日当日まで健康に過ごし、持っていく荷物を考えるだけだ。劇場はどこも座席スペースが狭いため、大きな荷物にならないようにすることがポイントである。公演時間が長く、途中で休憩時間１０〜２０分を挟む場合があるため、飲み物は必ず持参することをお勧めする。さらに、劇場では物品販売（物販）といった作品のブロマイドやパンフレットなどのオリジナルグッズの販売があるため、財布の中には少し多めにお金を準備した方がよいかもしれない。また、快適な観劇にしたいと思う場合には、オペラグラスの購入を強く勧めたい。劇場では基本８倍のオペラグラスで十分である。観劇のために購入するが、東京ドームなどのライブでも使えるためぜひひとつ手元にあってもよい品物ではないかと思う。


おわりに


　２・５次元舞台と観劇についてまとめたが、敷居の高いように感じる舞台というものが少し身近に感じることができるようになったのではないかと思う。そしてこの２・５次元舞台には原作のキャラクターとされを演じる役者、どちらにも推しを見つけられる可能性を秘めている。これを読んだあなたが、舞台を観劇し、推しを見つけられたら、本稿を書いた意味を見出せるのではないかと考える。
　あなたの推し活の一歩に、２・５次元舞台というコンテンツが響きますように。



参考文献


（※１）グッズの企画制作を手掛ける株式会社トランスのコラム（著者・白峯アサコ）
https://www.trans.co.jp/column/trend/oshikatsu_25dstage/
（※２）ミュージカル「テニスの王子様」公式サイト
https://www.tennimu.com/
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